
気 象 警 報 に よ る 授 業 の 取 り 扱 い に つ い て 
 

２０１９年度 学生便覧に掲載事項 

 

広島県全域、広島県南部全域、広島市のいずれかに暴風警報または、いずれかの特別警戒警報が発令された場合、

授業を全て休講とする。ただし、以下の①、②の場合には授業を実施・再開する。 

  

①午前７時００分までに解除の場合、平常通り授業実施。 

②午前１０時００時までに解除の場合、５校時より授業実施。  ※休講分は後日補講を実施。 

 

２０１９年度６月より導入の「警戒レベル」による対応について 

○大学本校所在地である、「広島市中区幟町」（広島市立幟町小学校区）に出ている警戒レベルで判断します。西条キャンパ 

スでの授業場合は、「東広島市田口」（東広島市立御薗宇小学校区）の情報を確認する。小学校区ごとに情報によって判断 

しますので、注意してください。 

○『自らの命を守ること』を最優先と考え、状況によっては自己判断で行動してください。 

 天候により公共交通機関が運転を見合わせている状況がある場合には、運転再開を待って行動してください。 

※警報解除後の対応については、上記の①、②の時間帯で判断してください。 

※このことを理由とする欠席は、学生準則第 22条の対象項目とし配慮されます。 

  

警戒レベル 取るべき行動 （公文書から） 大学としての対応 

 
警戒レベル５ 

 
警戒レベル５相当大

雨特別警報 

 
既に災害が発生している状況 

何らかの災害がすでに発生している可能性

が極めて高い状況となっています。命を守る

ための行動をとってくだい。 

 

大学本校所在地に警戒レベル５が発令されている場合、 

大学は休校です。 
※各居住地域の自治体からの避難勧告の発令に注意し、

自ら避難の判断をしてください。  

 
警戒レベル４ 

 
警戒レベル４相当 

土砂災害警戒情報 

 
全員避難！（市町村が発令） 

災害が想定されている区域等では、自治体

からの避難勧告の発令に留意するとともに避

難勧告が発令されていなくても危険度分布

等を参考に自ら避難の判断をしてください。 

 

大学本校所在地に警戒レベル４が発令されている場合、 

大学は休校です。 
※各居住地域の自治体からの避難勧告の発令に注意し、

自ら避難の判断をしてください。   

 

 

 
警戒レベル３ 

 

警戒レベル３相当 

大雨警報・洪水警報 

 

避難に時間を要する人は避難 

（市町村が発令） 

災害が想定されている区域等では、自治体

からの避難準備・高齢者等避難開始の発

令に留意するとともに、避難勧告が発令され

ていなくても危険度分布等を参考に高齢者

等の方は自ら避難の判断をしてください。 

 

大学本校所在地に警戒レベル３が発令されている場合、 

① 暴風警報かいずれかの特別警報が発令されている 

場合、大学は休校です。 

② ①以外の場合は、授業は実施します。 

※各居住地域の自治体からの避難勧告の発令に注意し、

自ら避難の判断をしてください。 

 

 
警戒レベル２ 

 
警戒レベル２相当 

洪水注意報 

 

避難行動の確認（気象庁が発表） 

ハザードマップ等により、災害が想定されてい

る区域や避難先、避難経路を確認してくだ

さい。 

 

各自気を付けて行動してください。 

 

 
警戒レベル１ 

 

心構えを高める（気象庁が発表） 

 

各自気を付けて行動してください。 

 


